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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 65,229 1.2 4,965 34.2 4,553 46.0 3,361 55.1
24年3月期第2四半期 64,426 51.0 3,699 ― 3,118 ― 2,167 ―

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 1,268百万円 （―％） 24年3月期第2四半期 △328百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 20.47 ―

24年3月期第2四半期 13.20 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 160,366 95,762 57.9
24年3月期 166,949 95,318 55.5

（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  92,841百万円 24年3月期  92,604百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 3.00 ― 5.00 8.00

25年3月期 ― 5.00

25年3月期（予想） ― 5.00 10.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
 

（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 130,000 △7.5 9,000 △20.5 8,200 △19.6 6,000 △28.0 36.54

1980389
画像



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料Ｐ.4「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」 （1）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）第１四半期より減価償却方法の変更を行っており、「会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な場合」に該当しております。詳
細は、添付資料Ｐ.4「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」 （２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  有

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 168,775,770 株 24年3月期 168,775,770 株

② 期末自己株式数 25年3月期2Q 4,572,994 株 24年3月期 4,570,608 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 164,203,995 株 24年3月期2Q 164,213,336 株
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当第２四半期連結累計期間における世界経済は、欧州では債務問題の影響により景気が後退し、中国

などアジアの新興国においては経済成長が鈍化するなど、世界経済の減速が顕著となりました。日本経

済においては、復興需要などを背景に緩やかな回復が続きましたが、足元では回復の動きに足踏み感が

見られます。 

工作機械業界につきましては、国内と北米市場では堅調に推移しましたが、金融不安の続く欧州市場

の需要は弱く、中国では設備投資の回復が遅れております。 

このような状況の下、当企業グループは経営指針として「グローバル70」を掲げ、グローバル販売戦

略、プレミアム・プロダクト戦略、グローバル・コスト戦略を進め、受注・売上、収益の拡大に努めて

まいりました。 

グローバル販売戦略におきましては、オークマブランドの市場への浸透、及び販売・サービスネット

ワークの更なる強化・充実を進めてまいりました。 

平成24年６月に中国で開催された「第11回北京国際工作機械・工具展（CIMES2012）」、９月に米国

で開催された国際見本市「IMTS 2012」などにおいて、強みとする高付加価値マシン、独自の知能化技

術を出展、アピールし、オークマブランドの市場への浸透を図ってまいりました。 

販売・サービスネットワークの更なる強化・充実を図るべく、新興国を中心として販売・サービス拠

点の機能強化を進めてまいりました。加えて当社が強みとする知能化技術による新たな生産モデルを強

力にアピールしてまいりました。 

プレミアム・プロダクト戦略におきましては、高機能・高品質・高付加価値を基軸とした新商品、新

技術の開発を進めてまいりました。 

新商品の開発としては、航空機、エネルギー関連産業における複雑形状部品の工程集約に威力を発揮

する５軸制御立形マシニングセンタMU-6300V、強力な旋削主軸とマシニングセンタ並の工具主軸を併せ

持つ複合加工機MULTUS B550など、需要を的確にとらえた新機種を開発してまいりました。 

また商品戦略の一環として、人と機械の調和をコンセプトとした新たな機械デザイン「プレミアムデ

ザイン」を創り、市場へアピールしてまいりました。プレミアムデザインを採用したMULTUS B300Ⅱ

は、人間工学を取り入れた操作性とデザイン性を評価され、「第42回機械工業デザイン賞 最優秀賞

（経済産業大臣賞）」（日刊工業新聞社主催）を受賞しております。 

グローバル・コスト戦略に関しては、国内生産の強化、海外生産の拡大を進めてまいりました。 

国内生産の強化につきましては、生産効率向上と海外調達の拡大によりコストダウンを進めてまいり

ました。 

生産効率向上の取り組みとしまして、国内２工場（本社工場、可児工場）での集中生産体制の下、製

造効率の向上、製造変動費の引き下げを継続して進め、収益力の強化を図ってまいりました。また、

2012年８月には、本社工場の一部建て替え及び改修による新工場建設に着手いたしました。新工場で

は、部品加工、取り揃え、組立を一貫して行う体制とし、生産効率を大幅に引き上げ、コストダウンと

リードタイム短縮による競争力の強化を図ります。新工場では中・大型の複合加工機、立形・横形NC旋

盤を生産し、稼働は2013年度上期を予定しております。 

海外の２工場（台湾、北京）においては、生産能力拡大、製造効率向上に努めてまいりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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このように、「グローバル70」の戦略を確実に実行してまいりました結果、当第２四半期連結累計期

間における連結受注高は630億24百万円（前年同四半期比9.6％減）、連結売上高は652億29百万円（前

年同四半期比1.2％増）、営業利益は49億65百万円（前年同四半期比34.2％増）、経常利益は45億53百

万円（前年同四半期比46.0％増）、四半期純利益は33億61百万円（前年同四半期比55.1％増）となりま

した。 

  

①資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間における総資産は、前連結会計年度末と比較して65億83百万円減少し、

1,603億66百万円となりました。主な要因は、「受取手形及び売掛金」の減少52億88百万円、「現金及

び預金」の減少36億49百万円、及び「たな卸資産」の増加32億98百万円などによるものであります。ま

た、負債は前連結会計年度末と比較して70億27百万円減少いたしました。主な要因は、「支払手形・買

掛金」の減少81億95百万円、「長期借入金」の減少25億72百万円、及び「１年以内返済の長期借入金」

の減少13億33百万円であります。「支払手形・買掛金」の減少の主な要因は、支払い方法を「電子記録

債務」に変更したことにより61億58百万円減少いたしました。純資産は、「利益剰余金」の増加25億39

百万円、「その他有価証券評価差額金」の減少11億54百万円、及び「為替換算調整勘定」の減少11億46

百万円などにより、４億44百万円の増加となりました。この結果、当第２四半期連結会計期間末の自己

資本比率は57.9％となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前年同四半期連結累計期間と比較して34

億38百万円減少し、329億37百万円となりました。営業活動によるキャッシュ・フローは、58億７百万

円の収入となりました（前年同四半期連結累計期間は32億39百万円の収入）。主な資金の増加項目とし

ては、税金等調整前四半期純利益43億45百万円、減価償却費19億89百万円、及び売上債権の減少45億39

百万円であります。一方、主な資金の減少項目としては、たな卸資産の増加43億51百万円であります。

投資活動によるキャッシュ・フローは、32億６百万円の支出となりました（前年同四半期連結累計期間

は７億51百万円の支出）。主な資金の減少項目としては、有形固定資産の取得による支出17億71百万

円、及び無形固定資産の取得による支出９億37百万円であります。財務活動によるキャッシュ・フロー

は、47億46百万円の支出となりました（前年同四半期連結累計期間は54億20百万円の支出）。主な資金

の減少項目は、長期借入金の返済による支出39億６百万円であります。 

  

今後の世界経済につきましては、欧州では景気の低迷が継続し、中国経済の回復は緩やかに推移する

ものと予想されます。またわが国においては、外需の減速、歴史的な円高の定着などにより、景気は足

踏み状態になることが見込まれます。 

工作機械の需要については、市場ごとに強弱が見られる中、市況の先行きに不透明感が増していま

す。 

このような状況に対し、当企業グループは「グローバル70」の戦略を強化して推し進め、業績向上に

努めてまいります。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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グローバル販売戦略におきましては、アジアを中心とする新興国市場において、販売・サービス体制

の強化、オークマブランドの浸透を図り、受注・売上の拡大を進めてまいります。国内を含めた先進国

市場では、サーモフレンドリーコンセプトを始めとするオークマのオンリーワン技術をアピールし、シ

ェアアップを図ってまいります。 

プレミアム・プロダクト戦略におきましては、新商品開発では、強みとする門形マシニングセンタ、

５軸複合加工機などの新機種をグローバル市場に投入し、顧客拡大を進めてまいります。新技術開発で

は、複合加工機用NC装置として開発した「OSP-P300S」の最新技術を、旋盤、マシニングセンタ用NC装

置へと展開し、競争力を一段と高めてまいります。 

グローバル・コスト戦略におきましては、国内生産の強化と海外調達の拡大を継続して進め、価格競

争力の強化を図ってまいります。 

このように諸施策を推し進め、歴史的な円高が定着する環境において、工作機械需要の先行きが不透

明な見通しとなる中、収益力の強化を図ってまいります。 

しかしながら、現在の市場環境と為替を踏まえ、平成24年４月27日に公表いたしました平成25年３月

期の通期連結業績予想を修正いたしました。 

通期の連結業績予想の修正数値につきましては、下表のとおりであります。 
  

 
  

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

  

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月

１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更してお

ります。 

なお、これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微でありま

す。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （円）

平成25年3月期（修正後の予想） 130,000 9,000 8,200 6,000 36.54

平成24年3月期（実績） 140,566 11,325 10,195 8,337 50.77

増減率 △7.5% △20.5% △19.6% △28.0% △28.0%

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用の計算

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 38,465 34,816

受取手形及び売掛金 33,044 27,756

たな卸資産 41,445 44,744

その他 7,067 6,851

貸倒引当金 △298 △199

流動資産合計 119,724 113,968

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,347 14,192

その他（純額） 11,632 12,407

有形固定資産合計 25,979 26,599

無形固定資産 2,500 2,694

投資その他の資産

投資有価証券 15,399 13,978

その他 3,355 3,134

貸倒引当金 △9 △9

投資その他の資産合計 18,745 17,103

固定資産合計 47,225 46,397

資産合計 166,949 160,366
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 28,690 20,494

電子記録債務 － 6,158

短期借入金 123 125

1年内返済予定の長期借入金 7,314 5,980

未払法人税等 595 648

賞与引当金 2,082 2,068

役員賞与引当金 113 46

製品保証引当金 307 282

その他 7,679 7,396

流動負債合計 46,907 43,201

固定負債

社債 10,000 10,000

長期借入金 10,926 8,354

退職給付引当金 947 895

役員退職慰労引当金 103 94

負ののれん 3 2

その他 2,743 2,056

固定負債合計 24,724 21,401

負債合計 71,631 64,603

純資産の部

株主資本

資本金 18,000 18,000

資本剰余金 41,672 41,672

利益剰余金 42,337 44,876

自己株式 △3,250 △3,251

株主資本合計 98,759 101,298

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,133 △21

為替換算調整勘定 △7,288 △8,435

その他の包括利益累計額合計 △6,155 △8,456

少数株主持分 2,713 2,920

純資産合計 95,318 95,762

負債純資産合計 166,949 160,366
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第２四半期連結累計期間

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

売上高 64,426 65,229

売上原価 47,434 47,053

売上総利益 16,991 18,175

販売費及び一般管理費 13,292 13,210

営業利益 3,699 4,965

営業外収益

受取利息 73 61

受取配当金 128 150

負ののれん償却額 85 1

その他 259 239

営業外収益合計 546 451

営業外費用

支払利息 320 236

為替差損 428 178

その他 379 448

営業外費用合計 1,128 863

経常利益 3,118 4,553

特別利益

投資有価証券売却益 － 36

特別利益合計 － 36

特別損失

投資有価証券評価損 － 244

災害による損失 95 －

特別損失合計 95 244

税金等調整前四半期純利益 3,022 4,345

法人税等 692 823

少数株主損益調整前四半期純利益 2,329 3,521

少数株主利益 162 160

四半期純利益 2,167 3,361
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四半期連結包括利益計算書
第２四半期連結累計期間

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,329 3,521

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,110 △1,145

為替換算調整勘定 △1,542 △1,096

持分法適用会社に対する持分相当額 △5 △10

その他の包括利益合計 △2,658 △2,253

四半期包括利益 △328 1,268

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △521 1,059

少数株主に係る四半期包括利益 192 208
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,022 4,345

減価償却費 2,173 1,989

負ののれん償却額 △85 △1

貸倒引当金の増減額（△は減少） △59 △86

賞与引当金の増減額（△は減少） 735 △3

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 4 △64

退職給付引当金の増減額（△は減少） △270 168

受取利息及び受取配当金 △201 △211

支払利息 320 236

為替差損益（△は益） △1,688 306

持分法による投資損益（△は益） △8 △18

投資有価証券評価損益（△は益） － 244

投資有価証券売却損益（△は益） － △36

売上債権の増減額（△は増加） 418 4,539

たな卸資産の増減額（△は増加） △6,260 △4,351

仕入債務の増減額（△は減少） 6,464 △1,039

その他 △390 871

小計 4,173 6,889

利息及び配当金の受取額 232 242

利息の支払額 △330 △242

法人税等の支払額 △838 △1,110

法人税等の還付額 2 27

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,239 5,807

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △299 －

有形固定資産の取得による支出 △535 △1,771

有形固定資産の売却による収入 1 60

定期預金の純増減額（△は増加） 880 55

無形固定資産の取得による支出 △657 △937

投資有価証券の取得による支出 △10 △458

投資有価証券の売却による収入 － 87

その他 △129 △241

投資活動によるキャッシュ・フロー △751 △3,206

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 22 －

長期借入れによる収入 7 －

長期借入金の返済による支出 △5,108 △3,906

リース債務の返済による支出 △7 △16

自己株式の取得による支出 △5 △1

少数株主への配当金の支払額 △0 △0

配当金の支払額 △328 △821

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,420 △4,746

現金及び現金同等物に係る換算差額 △61 △1,435

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,994 △3,581

現金及び現金同等物の期首残高 39,053 36,519

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 317 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 36,376 32,937
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該当事項はありません。  

  

 Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

 
 （注）１. セグメント利益の調整額△1,182百万円は、未実現利益の消去他であります。 

    ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

 
 （注）１. セグメント利益の調整額△1,167百万円は、未実現利益の消去他であります。 

    ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期
連結損益
計算書 
計上額
（注）２

日本 米州 欧州
アジア・パ
シフィック

計

売上高

(1) 外部顧客への売上高 35,948 15,389 8,373 4,715 64,426 ― 64,426

(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高

23,762 39 70 2,391 26,264 △26,264 ―

計 59,711 15,428 8,444 7,107 90,691 △26,264 64,426

セグメント利益 3,233 1,177 74 396 4,882 △1,182 3,699

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期
連結損益
計算書 
計上額
（注）２

日本 米州 欧州
アジア・パ
シフィック

計

売上高

(1) 外部顧客への売上高 36,906 16,218 7,877 4,226 65,229 ― 65,229

(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高

24,547 35 102 3,702 28,388 △28,388 ―

計 61,453 16,253 7,980 7,929 93,617 △28,388 65,229

セグメント利益 4,597 1,023 86 424 6,132 △1,167 4,965

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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(注) 受注高、受注残高には消費税等は含まれておりません。 

  

 
(注) 売上高には消費税等は含まれておりません。 

  

  

 
  

  

４．補足情報

（１）受注及び販売の状況

① 受注状況

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

受注高 受注残高 受注高 受注残高

ＮＣ旋盤 22,879 14,632 18,391 11,773

マシニングセンタ 30,184 24,710 29,454 19,458

複合加工機 13,398 6,832 12,766 5,340

ＮＣ研削盤 1,627 1,919 893 871

その他 1,627 1,233 1,517 882

合計 69,718 49,328 63,024 38,326

② 販売実績

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

売上高 構成比(％) 売上高 構成比(％)

ＮＣ旋盤 18,939 29.4 20,495 31.4

マシニングセンタ 28,865 44.8 29,116 44.7

複合加工機 13,592 21.1 12,724 19.5

ＮＣ研削盤 1,289 2.0 1,256 1.9

その他 1,740 2.7 1,637 2.5

合計 64,426 100.0 65,229 100.0

（２）海外売上高

前第２四半期連結累計期間(自平成23年４月１日 至平成23年９月30日)

米州 欧州
アジア・ 

パシフィック
計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 16,146 8,373 16,813 41,333

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― 64,426

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

25.1 13.0 26.1 64.2

当第２四半期連結累計期間(自平成24年４月１日 至平成24年９月30日)

米州 欧州
アジア・ 

パシフィック
計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 16,293 8,467 14,947 39,708

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― 65,229

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

25.0 13.0 22.9 60.9
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